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訪問での摂食・嚥下リハビリテーションに力を入れています！
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医師同席のもと
パーキンソン病患者宅への訪問

サービス担当者会議への出席

小児の在宅訪問にも
力をいれています

開院からもうすぐ1年を迎えようとしています。

訪問のご依頼が増え、現在は初診患者さんのお
よそ半数が訪問の摂食・嚥下リハビリテーション
をご希望されています。施設への訪問が多いの
ですが、徐々に在宅訪問の割合が増加していま
す。また、件数は少ないのですが、NICUを退院し

てきた重症のお子さんへの訪問も増えてきまし
た。なかなか外来での摂食・嚥下リハビリテー
ションにアクセスできない在宅の方こそ、本当に
「食べること」への支援を必要としているのでは
ないだろうか。そのような思いで、わたしたちは
訪問での摂食・嚥下リハビリテーションを充実さ
せるべく、日々努力を重ねているところです。

地域の先生方との連携無くしては叶えられな
い目標と思います。今後とも連携協働よろしくお
願いいたします。



日本歯科大学口腔リハビリテーション多摩クリニック

・アクセス JR中央線 東小金井駅 南口 目の前
・連絡先 〒184-0011 東京都小金井市東町4-44-19
℡ 042-316-6211 Fax 042-316-6212
・診療時間 午前9：30-12：00 午後13：00-17：00（最終予約16：00）

※予約制
・外来

月 火 水 木 金 土

摂食外来 おとな ○ ○ ○ ○ ○ ○

こども ○ ○ ○ 〇 ○

言語外来 ○ ○ ○ ○ ○

スペシャルニーズ歯科外来 ○ ○

口腔外科外来 ○

年末年始・創立記念日・祝日を除く。
・訪問口腔リハビリテーション
・訪問嚥下機能評価（VEほか）
・訪問栄養指導 随時ご相談ください。
・ＣＴ撮影サービス

多摩クリニック専用の診療情報提供書をご用意しております。多摩クリニック事務部までお問い合わせください。
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連携研修会のお知らせ

在宅歯科医療研究会
第４回；11月21日（木）18時半～

（会場；多摩クリニック）
第５回記念大会；1月30日（木）18時半～
（会場；小金井市民交流センター）

小金井摂食・嚥下研修会
第３回；12月3日（火）19時～

（会場；小金井市民交流センター）

臨床カンファレンス
第５回；12月12日（木）19時～
（会場；多摩クリニック）

お申し込みはＦＡＸ；042-316-6212まで

診療室から

第19回摂食・嚥下リハビリテーション学会報告 InBody測定による栄養状態の評価
身体は主に①体水分②タンパク質③ミ
ネラル④体脂肪の4つで構成されていま
す。この主要4成分を体成分といい、この

体成分を分析して筋肉と体脂肪のバラン
スを調べることをInbody測定といいます。

健康な人は体成分がバランスよく維持さ
れますが、お口からのお食事量が減って
しまい栄養失調なると、体成分のバランス
が崩れてしまいます。当クリニックでは
Inbody測定結果から患者さんの栄養状態

を評価し、適切に栄養摂取をしていただく
ようサポートしています。

当クリニックが使用している機
器（㈱バイオスペース）はポータ
ブルなので、外来だけでなく在
宅の患者さんも測定できます。

日本摂食・嚥下リハビリテーション学会は多職種が集う学会ですが、なかでも歯
科医師・歯科衛生士の割合が比較的多くを占めています。現在は、学会会員数が
10,328名となっています。その第19回大会が、去る9月22日～23日の2日間、大会

長 川崎医療福祉大学リハビリテーション科教授 石井雅之先生のもと川崎医療
福祉大学（岡山県倉敷市）にて開催されました。今回の学会テーマは、“摂食・嚥
下リハビリテーション －今求められる事－”です。参加者は、5,200名を超え、
Johns Hopkins大学のProf. Palmerらによる国際講演や、特別講演、教育講演など

がありました。多摩クリニックからは菊谷院長と水上歯科衛生士がシンポジウム
で、田村科長が歯科医師交流集会（のもう会）にて多摩クリニックの取り組みにつ
いて報告いたしました。また一般演題では、佐々木歯科医師、田代歯科医師、有
友歯科衛生士、尾関管理栄養士がそれぞれ日ごろの臨床・研究成果を発表いた
しました。有友歯科衛生士の発表では、前号でもご紹介した地域病院と歯科医師
会との連携事業について報告し、シームレスな地域医療の取り組みの重要性に
ついて活発な質疑応答がなされました。
次回の第20回大会は平成26年9月5～7日、新宿京王プラザホテルで開催予定
です。

「食べる」の書、贈られる

日本歯科大学は、茨城県高萩市と「歯と口腔の健康づくりに関する連携協定」を当クリ
ニックの開院に合わせて結びました。それを記念し、高萩市長である草間吉夫氏より、市内在
住の書家 佐川倩崖氏による書が贈呈されました。
「食べる」 この文字にわたしたちのクリニックの想いを表しています。今後、クリニックのエント
ランスに設置し、みなさんに見ていただく準備を進めています。


